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日
本
生
活
情
報
紙
協
会
で
は

平
成
23
年
度
の
活
動
の
一
つ

「
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｎ
Ａ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の

第
13
回
を
11
月
１
日
に
大
阪
・

梅
田
で
、
第
14
回
を
11
月
４
日

に
東
京
・
銀
座
で
開
催
し
た
。

講
師
は
両
回
と
も
㈱
博
報
堂
の

博
報
堂
生
活
総
合
研
究
所
所

長
・
嶋
本
達
嗣
さ
ん
。
演
題
は

「
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ

Ａ
ｆ
ｔ
ｅ
ｒ

３
・
11
」（
震
災
後
の
生
活
者
の

価
値
観
変
化
と
暮
ら
し
の
進

路
）。講

演
で
は
「
震
災
は
生
活
者

の
何
を
変
え
た
の
か
？
」
を
テ

ー
マ
に
３
・
11
後
の
意
識
の
変

リ
ビ
ン
グ
く
ら
し
Ｈ
Ｏ
Ｗ
研

究
所
が
平
成
19
年
か
ら
経
年
調

査
を
行
っ
て
い
る
「
価
格
感
覚

調
査
」。
前
号
で
は
、
女
性
全

体
の
価
格
感
覚
の
推
移
と
、
価

格
感
覚
が
上
が
っ
た
品
目
・
下

が
っ
た
品
目
を
ご
紹
介
し
た

が
、
今
回
は
年
代
・
就
労
タ
イ

プ
別
の
分
析
を
ご
紹
介
す
る
。

女
性
の
価
格
感
覚
は
、
子

供
の
有
無
や
子
供
の
年
齢
、

本
人
の
就
労
タ
イ
プ
に
よ
っ

て
大
き
く
異
な
る
。
最
も
価

格
感
覚
が
高
い
の
は
、
フ
ル

タ
イ
ム
勤
務
で
子
供
の
い
な

い
女
性
。
教
育
費
負
担
が
な

い
分
、
自
分
の
こ
だ
わ
り
に

お
金
を
か
け
る
。
ま
た
、
子

供
が
い
て
も
フ
ル
タ
イ
ム
勤

務
の
女
性
は
全
般
的
に
、
価

格
感
覚
は
高
め
。
そ
し
て
50
代

以
上
の
専
業
主
婦
の
価
格
感
覚

も
か
な
り
の
高
さ
を
見
せ
る
。

子
供
が
独
立
し
教
育
費
負
担
が

終
わ
り
、
自
分
の
た
め
の
投
資

に
向
く
か
ら
だ
ろ
う
。

今
年
の
調
査
は
東
日
本
大
震

災
後
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
全

体
的
に
下
降
傾
向
を
示
し
た
。

年
代
別
・
就
労
タ
イ
プ
別
に
見

て
い
こ
う
。

30
代
・
既
婚
・

就
労
タ
イ
プ
別
の
特
徴

フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
女
性
で
、

妥
当
価
格
と
上
限
価
格
が
下
が

っ
た
品
目
が
多
か
っ
た
の
が
特

徴
。
も
と
も
と
他
の
セ
グ
メ
ン

ト
に
比
べ
価
格
感
覚
が
高
か
っ

た
の
で
、
近
づ
い
て
き
て
い
る

と
い
え
る
。

40
代
・
既
婚
・

就
労
タ
イ
プ
別
の
特
徴

40
代
で
は
、
パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト
の
価
格
感
覚
が
非
常
に

シ
ビ
ア
な
結
果
と
な
っ
た
（
表

参
照
）。
全
世
代
・
全
項
目
に

つ
い
て
下
降
気
味
の
中
で
も
唯

一
、「
子
供
の
学
習
塾
な
ど
の

費
用
」
に
つ
い
て
は
40
代
の
価

格
感
が
大
き
く
上
が
っ
て
お

り
、
シ
ビ
ア
な
価
格
感
覚
の
パ

ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
で
も
１
０

９
％
を
記
録
。
40
代
の
教
育
費

の
負
担
の
大
き
さ
を
物
語
っ
て

い
る
。

50
代
以
上
・
専
業
主
婦

他
の
世
代
で
、
上
限
・
妥
当

価
格
は
下
が
っ
た
が
下
限
価
格

は
上
が
っ
て
い
る
項
目
で
も
、

50
代
で
は
軒
並
み
下
降
。
緊
縮

ぶ
り
が
う
か
が
え
る

が
、
そ
れ
で
も
依
然

と
し
て
他
の
世
代
の

専
業
主
婦
と
比
較
す

る
と
価
格
感
は
最
も

高
い
の
が
こ
の
層

だ
。最

後
に
、
今
年
特

徴
が
出
た
項
目
は

「
携
帯
電
話
料
金
」
。

全
体
で
は
横
バ
イ
だ

が
、
20
代
、
30
代
の

若
い
層
で
、
妥
当
価

格
が
上
昇
。
ス
マ
ホ

に
切
り
替
え
る
人
が

増
え
て
き
て
い
る
影

響
か
も
し
れ
な
い
。

（
リ
ビ
ン
グ
く
ら
し

Ｈ
Ｏ
Ｗ
研
究
所
　
西

桂
子
）

データで読む、くらしＨＯＷ⑥

女性消費者の価格感覚調査2011

子供の有無、就労タイプで
大きく変わる価格感覚

化
を
、
暮
ら
し
の
全
領
域
に
わ

た
っ
て
比
較
分
析
し
た
。
そ
の

結
果
、
今
の
日
本
人
の
状
況
と

し
て
「
不
安
は
あ
れ
ど
不
満
は

言
わ
な
い
」「
日
本
の
民
力
の

再
評
価
」「
生
き
抜
く
チ
カ
ラ
、

身
に
付
け
た
い
」「
自
己
責
任

で
動
き
、
関
わ
る
」「
役
割
意

識
に
目
覚
め
た
人
々
」
の
５
つ

の
フ
レ
ー
ズ
に
集
約
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
を
受
け
た
企

業
の
役
割
と
し
て
「
生
活
者
の

力
を
引
き
出
す
道
具
の
提
供
」

「
生
活
者
の
力
を
循
環
さ
せ
る

仕
組
み
づ
く
り
」「
生
活
者
の

力
を
活
か
す
商
品
開
発
」
の
３

点
を
あ
げ
、
具
体
的
事
例
と
し

て
「
家
電
製
品
と
し
て
の
パ
ー

ソ
ナ
ル
耕
運
機
」
な
ど
の
自
給

消
費
財
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
Ｄ

Ｉ
Ｙ
す
る
発
電
床
」
な
ど
の
自

前
電
力
、「
ス
ポ
ー
ツ
家
庭
教

師
」
な
ど
の
新
・
体
育
産
業
な

ど
新
し
い
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
視

点
を
披
露
し
た
。

学
生
４
人
を
含
む
総
勢
45
人

が
参
加
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

「
自
分
の
媒
体
作
り
に
多
く
の

示
唆
を
い
た
だ
い
た
」「
大
変

奥
深
い
イ
ン
サ
イ
ト
だ
っ
た
」

「
分
析
と
提
案
が
と
て
も
分
か

り
や
す
く
ユ
ニ
ー
ク
、
面
白
か

っ
た
。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

の
巧
み
さ
に
感
心
」「
特
に
後

半
、
”
仮
説
の
提
言
“
の
部
分

に
す
ご
い
可
能
性
を
感
じ
た
。

当
社
の
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
で
紹

介
す
る
と
大
変
な
反
応
が
あ
る

と
思
う
」「
記
憶
の
銀
行
、
顧

客
責
任
と
い
う
考
え
方
、
鎌
倉

大
線
香
花
火
大
会
、
３
・
11
Ｈ

Ｅ
Ｌ
Ｐ.
ｃ
ｏ
ｍ
、
気
仙
沼
小

学
校
の
フ
ァ
イ
ト
新
聞
な
ど
知

ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
。
さ
っ
そ

く
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
い
」
な
ど

の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

参加者募集

日
本
生
活
情
報
紙
協
会
で

は
、
前
回
９
月
に
東
京
と
大
阪

で
開
催
し
て
好
評
だ
っ
た
「
薬

事
法
・
健
康
増
進
法
・
景
品
表

示
法
の
適
用
を
具
体
例
か
ら
理

解
す
る
セ
ミ
ナ
ー
”
そ
の
広
告

表
現
！
　
う
っ
か
り
で
は
す
ま

さ
れ
な
い
“」を
引
き
続
き
シ
リ

ー
ズ
展
開
す
る
。
第
５
回
と
し

て
来
年
２
月
７
日
（
火
）
に
大

阪
・
難
波
で
、
第
６
回
と
し
て

２
月
９
日
（
木
）
に
東
京
・
銀

座
で
開
催
す
る
。
今
回
の
テ
ー

マ
は
「
健
康
食
品
や
化
粧
品
の

事
例
を
用
い
た
応
用
編
②
」。
前

回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
参
加
者

か
ら
「
薬
事
法
や
景
品
表
示
法

な
ど
に
つ
い
て
知
識
が
浅
か
っ

た
が
、
全
体
感
が
つ
か
め
た
」

「
具
体
例
を
示
し
な
が
ら
の
説
明

で
分
か
り
や
す
か
っ
た
」
と
い

う
声
が
相
次
い
だ
。
今
回
は
第

３
回
と
４
回
目
で
行
っ
た
同
タ

イ
ト
ル
の
続
編
と
し
て
、
事
例

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
行
う
。

講
師
は
薬
事
法
広
告
研
究
所

副
代
表
の
稲
留
万
希
子
さ
ん
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
「
健
食
や
化

粧
品
と
法
律
の
関
係
」「
健
食
や

化
粧
品
を
と
り
ま
く
ル
ー
ル
」

「
特
に
注
意
し
た
い
広
告
の
表
現

の
ポ
イ
ン
ト
」「
つ
い
や
っ
て
し

ま
い
が
ち
な
こ
と
」「
最
近
の
行

政
の
動
き
及
び
指
導
事
例
の
紹

介
」
な
ど
実
際
の
広
告
事
例
を

通
し
、
実
践
に
即
し
た
形
で
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

健
康
食
品
・
化
粧
品
か
ら
雑

貨
、
ペ
ッ
ト
食
品
ま
で
薬
事

法
・
健
康
増
進
法
・
景
品
表
示

法
な
ど
の
運
用
が
厳
し
く
な
っ

て
い
る
折
、
法
を
守
り
な
が
ら

反
響
を
引
き
出
す
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

企
画
・
営
業
・
編
集
に
携
わ
る

媒
体
人
に
と
っ
て
必
須
の
知
識

を
得
ら
れ
る
ま
た
と
な
い
機
会

で
あ
る
。
奮
っ
て
ご
応
募
い
た

だ
き
た
い
。

開

催

要

項

大
阪

∧
日
時
∨
平
成
24
年
２
月
７
日

（
火
）
午
後
３
時
30
分
〜
５
時

30
分
（
受
け
付
け
は
午
後
３
時

か
ら
）

∧
会
場
∨
大
阪
・
難
波
の
難
波

サ
ン
ケ
イ
ビ
ル
12
階
サ
ン
ケ
イ

リ
ビ
ン
グ
新
聞
社
会
議
室
（
〒

５
５
６
―
８
５
１
５
　
大
阪
府

大
阪
市
浪
速
区
湊
町
２
ノ
１
ノ

57
）、
電
話
０
６
（
６
６
４
７
）

２
１
１
１

∧
講
師
∨
薬
事
法
広
告
研
究
所

副
代
表
・
稲
留
万
希
子
さ
ん

∧
演
題
∨
薬
事
法
・
健
康
増
進

法
・
景
品
表
示
法
の
適
用
を
具

体
例
か
ら
理
解
す
る
セ
ミ
ナ
ー

「
そ
の
広
告
表
現
！
　
う
っ
か

り
で
は
す
ま
さ
れ
な
い
」（
健

康
食
品
や
化
粧
品
の
事
例
を
用

い
た
応
用
編
②
）

∧
対
象
∨
会
員
、
非
会
員
、
一

般
企
業

∧
定
員
∨
30
人

∧
参
加
費
∨
会
員
３
０
０
０

円
、
非
会
員
と
一
般
企
業
５
０

０
０
円

∧
申
し
込
み
∨
日
本
生
活
情
報

紙
協
会
事
務
局
へ
。
電
話
０
３

（
３
２
８
９
）
０
１
８
１
　
Ｆ

Ａ
Ｘ
０
３
（
３
２
８
９
）
０
１

８
３
　
Ｅ
メ
ー
ル
　

info@jafna.or.jp

東
京

∧
日
時
∨
平
成
24
年
２
月
９
日

（
木
）
午
後
３
時
〜
５
時
（
受
け

付
け
は
午
後
２
時
30
分
か
ら
）

∧
会
場
∨
東
京
・
銀
座
の
電
通

銀
座
ビ
ル
８
階
会
議
室
（
〒
１

０
４
―
０
０
６
１
　
東
京
都
中

央
区
銀
座
７
ノ
４
ノ
17
）、
電

話
０
３
（
３
２
８
９
）
０
１
８

１
講
師
、
対
象
、
定
員
、
参
加

費
、申
し
込
み
は
大
阪
と
同
様
。

講師の稲留万希子さん

2月に「薬事法セミナー」開催

３
・
11
後
、
企
業
は
「
生
活
者

の
力
を
引
き
出
す
」
方
策
を

「その広告表現！ うっかりではすまされない」
健康食品や化粧品の事例を用いた応用編②

２
月
７
日
（
火
）
大
阪
・
難
波

２
月
９
日
（
木
）
東
京
・
銀
座

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｎ
Ａ
フ
ォ
ー
ラ
ム

11
月
に
東
京
と
大
阪
で
開
催

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ル

い
な
と
め
ま
き
こ
　
薬
事
法

広
告
研
究
所
副
代
表
　
薬
事

法
管
理
者
の
資
格
を
取
得
。

平
成
20
年
３
月
、
薬
事
法
広

告
研
究
所
の
設
立
に
参
画
し

て
副
代
表
に
就
任
。
行
政
の

動
向
及
び
市
場
の
変
化
に
対

応
し
つ
つ
、
薬
事
広
告
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
活
動
中
。

国
際
中
医
専
門
員
、
漢
方
薬

膳
療
術
師
、
反
射
療
法
士
。

第13回の大阪会場




